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夏
の
日
の
空
の
下
で 

　
暦
は
精
霊
ま
つ
り
の
八
月
。
”盂

蘭
盆
の
一
灯
と
も
す
平
家
谷
”
俳

人
六
弥
太
さ
ん
、
落
人
伝
説
五
家

荘
を
訪
れ
て
の
一
句
。
▼
盆
の
十

五
日
は
終
戦
忌
で
も
あ
る
。
あ
の

夏
の
青
空
の
下
、
終
戦
の
大
詔
を

聴
い
た
16
歳
の
少
年
も
今
や
83
歳
。

さ
れ
ど
忘
れ
得
ず
、
学
徒
動
員
、

太
刀
洗
航
空
基
地
、
急
降
下
の
戦

闘
機
ロ
ッ
キ
ー
ド
Ｐ
38
、
機
銃
掃

射
、
脇
腹
を
か
す
め
走
っ
て
い
っ

た
銃
弾
。
あ
の
一
瞬
、
生
命
、
拾

っ
て
今
日
の
生
命
。
孫
た
ち
に
、

平
和
の
尊
厳
だ
け
は
伝
え
て
お
き

た
い
。
▼
昨
今
、
筑
豊
嘉
麻
市
の

小
学
校
統
廃
合
課
題
対
応
に
招
聘

さ
れ
る
こ
と
再
度
。
そ
こ
で
知
っ

た
の
が
碓
井
平
和
祈
念
館
。
六
月
末
、

再
訪
の
折
、
市
役
所
で
眼
に
と
ま

っ
た
の
が
、
”子
ど
も
た
ち
と
戦
争

展
”
―
こ
の
夏
、
戦
争
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
―
と
、
祈
念

館
よ
り
の
呼
び
か
け
の
ポ
ス
タ
ー
。

そ
れ
に
は
「
青
い
目
の
人
形
」
の

写
真
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。
▼
由

来
を
聞
け
ば
、
―
人
形
は
ア
メ
リ

カ
の
親
日
家
ギ
ュ
リ
ッ
ク
博
士
の

発
案
、
昭
和
二
年
、
全
国
の
小
学
校
、

幼
稚
園
に
寄
贈
。
と
こ
ろ
が
日
米

開
戦
。
軍
部
よ
り
焼
却
処
分
命
令
。

焼
く
の
は
か
わ
い
そ
う
と
、
校
長

の
許
可
を
得
、
若
い
女
教
師
縄
田

マ
ツ
エ
先
生
、
ひ
そ
か
に
自
宅
保

存
。
戦
後
、
大
隈
小
へ
返
還
、
一

度
は
ア
メ
リ
カ
へ
里
帰
り
、
以
後
、

国
際
平
和
の
為
に
大
き
な
役
割
。

つ
ぎ
に
訪
問
の
折
に
は
青
い
目
の

彼
女
に
会
っ
て
き
た
い
。 
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大篭痩せ仏様御日 
　 　　　 （八女市大篭行政区） 
 

 人生史サークル黄櫨の会 
　　　  （八女市社会福祉会館） 
 

 なんでも人権相談所 
　 　　 （八女市社会福祉会館） 
 

生きる力育成塾 
～４日 　 （池の山キャンプ場） 
 

 

  

べんがらの日（べんがら村） 
大浴場お一人様300円 

松尾弁財天縁日（立花町） 
 

社会保険個別相談会 
10：00～15：00（八女商工会議所） 
要予約　0942-33-6215 
 

なんでも人権相談所 
　 　　 （広川町はなやぎの里） 
 

なんでも人権相談所 
　 　　　 （地域交流センター） 
 

お風呂の日 
　　　　　（グリーンピア八女） 
　　　　　　　（温泉館きらら） 
　　　　　　　（不動温泉八女） 
　　　　　　　　　（公園の宿） 

お風呂の日　（べんがら村） 
 

不動産に関する何でも 
相談会　　13：00～15：00 
　　　　　　（八女商工会議所） 
 

滝の宮不動尊縁日 
　　　　　　　　　  （上陽町） 

八女軽トラ市 
（八女観光物産館「ときめき」駐車場） 

筑後広域公園ウォーク 
　　　　　　  （八女歩こう会） 
 

  

リトルウイング 
ミュージカル公演 
　 　　　　 （サザンクス筑後） 
 

  

 

八女市平和祈念式典 
　 　　　　　　　　 （星野村） 
 

   

定例法律相談会（要予約） 
　　　　　　10：00～12：00 
（八女商工会議所）122-5161 

べんがらの日（べんがら村） 
大浴場お一人様300円 

八女軽トラ市 
（八女観光物産館「ときめき」駐車場） 
 

なんでも人権相談所 
  （筑後市勤労者家庭支援施設） 
　　　　  （立花市民センター） 

みて、つくって、あそぼう 
～11日　　 （サザンクス筑後） 
 

詩
人 

椎 

窓   

猛 

心配ごと相談（八女市） 

八女市社会福祉会館　８月７日・21日 
黒 木 町 ふ じ の 里　８月７日・21日 
上陽町地域福祉センター　８月14日・28日 
立 花 町 か が や き　８月14日・28日 
 
法律相談（要予約） 

八女市社会福祉会館　８月９日 
黒 木 町 ふ じ の 里　８月16日 
上陽町地域福祉センター　８月23日 

司法書士相談 

黒 木 町 ふ じ の 里　８月９日 
八女市社会福祉会館　８月16日 
 
筑後市 

心配ごと相談 
　毎週木曜日／総合福祉センター 
健康に関する総合相談 
　毎週金曜日／筑後市立病院 

くろぎふるさと日曜市　毎週日曜日 
上陽ふるさと市　　　　毎週土曜日 

○読み聞かせ　八女市立図書館（本館） 
　　　　　　　毎週土曜日　午後２時～ 
　　　　　　　ゆめみらい図書館（黒木分館） 
　　　　　　　毎月第２土曜日　午前11時～ 
○赤ちゃん読み聞かせ　八女市立図書館（本館） 
　　　　　　　毎月第３水曜日　午前11時～ 
　　　　　　　ゆめみらい図書館（黒木分館） 
　　　　　　　毎月第４木曜日　午前11時～ 
 

クラッシーのバックナンバー（2010.1.1号より）が 
インターネットでご覧になれます。 
「デジタルシティやめ」→クラッシー→検索 



西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています 
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　「姿勢を正す。」これは、身体の姿勢

を真っすぐにすることでもあり、また、

精神を正しく律することの意味もある

と思います。 

　朝礼とは、まさしくこの「姿勢を正す」

ことを朝一番から全員で共有する時間

です。私たちは、八女市で、健康や姿

勢にいい靴の販売業、そして、整体と

介護の資格スクールをやっております。

これらを通して、立ち姿勢・歩く姿勢、

いわゆる「歩行改善」のご指導やセミ

ナー等を行いながら、100歳になっても

自分の足で元気に歩く！そのお手伝い

を日々させてもらっています。 

　以前も朝礼はやっておりましたが、ただ業務の連絡・確認をするくらいでした。一

昨年程前から、「倫理法人会」の活力朝礼を取り入れ始めたところ、メンバー全員に

小さな変化が出始めました。朝礼で使用する「職場の教養」には毎日、感動する話しや、

身を律するような話しが掲載されていて、メンバー全員でその感想を述べ合います。

ただの業務の確認だった朝礼に、メンバーの意識共有の時間が加わりました。おかげ

でメンバーは更に仲良く、仕事のミスも減り、仕事を自分で考えて、自ら実践する事

が自然に出来るようになってきました。実は朝礼とは非常に影響力のあるものなんです。

今やこの「活力朝礼」は毎年コンクールが開催され、テレビ・ラジオ等マスコミで大

きく取り上げられ、この地域でも多くの会社さんが実践されています。「姿勢を正す」

には朝一番の元気な朝礼が一番です！ 

　　有限会社　鶴得介商店 

　　　WALK SMART つる． アンドワン整体スクール 八女校． T・G・C未来創造カレッジ 

　　　八女市本町３１１番地　ＴＥＬ　0943-23-5566 

　　活力朝礼を取り入れたい方は、筑後倫理法人会　事務局0942-42-2815迄 

 

 

　野鳥のさえずりが野山を渡る季節になった。鳥たちも景色の良さを伝

えたいのだろう。 

　今日も好天に恵まれて、佐賀県脊振山系井原山をめざす。 

　杉の植林帯を抜けて高度を上げていくとミツバツツジが迎えてくれて

山頂着となる。ここでしばらく時間をとり雷山へ向かう。 

　初夏の日差しが降り注ぐ縦走路は快適そのもので新緑のプロムナードだ。 

　特にミツバツツジのトンネルは、これだけでも来た甲斐がある程素晴

らしい。全ての植物と共存するには私た

ちの努力も必要で、この自然を後世に残

したいものだ。 

　又登山の妙味は他の登山者とのふれあ

いだろう。今回は孫の啓（6才）に皆さん

から励ましの声をかけて下さり、10km

の山道を5時間かけて踏破できた。 

　これからも、このような出会いを大切

にして行こうと思う。 

　八女文化連盟写真部　樋口　清人 

 

おとしはいくつ 
 

「かわいかね̃おとしはいくつ」もみじのようなおててをひろげて「ふた～ちゅ」青々

とした田んぼを泳ぐかえるたちを孫と見ていると、水の見回りに来た地区の長老に声

を掛けられた。「お元気ですね。おいくつですか」簡単な世間話の後で年を尋ねる。「も

～85になってしもた」まるで長寿が申し訳ないといった様子。少子高齢化による年金、

医療費など社会保障費の問題等等日本の財政難の責任を一身に負っているようにさえ

みえる。頭も足腰もしっかりしている。長い間一家の大黒柱として生きてき

た貫禄が漂う。 

　「甚平似合ってますよ」話題を変えると、父の日のプレゼント、福岡に住

んで週一回は電話を入れ、月一回は帰ってくるという孝行息子である。「そ

れは感心ですね」といって別れた。数々の苦難を乗り越えてきたお年寄りの

知恵と経験は何かと頼りにされ、町内の生き字引きとして敬愛されてきた。

身を粉にして働き、地域の行事にも先頭に立って尽くしてきた大先輩が、回

りに遠慮がちに生きている姿を目にして、明日は我が身、これが豊かな国日

本の現実かと悲しくなった。三浦雄一郎さんのエヴェレスト登頂には80歳、

全英テニスで活躍の伊達公子さんには42歳の前置詞がつく。二人の活躍が同

年代の人に比べて突出しているのはわかるが、ご本人はどういう気持ちで聞

かれるのだろう。人間には死ぬまで名前と年齢がついて回る。名前を忘れる

のはご免だが、年は努力次第で実年齢より遅らせることもできよう。下りエ

スカレーターを前向きにかけ上がるようなものだと言うなかれ。「年を重ね

るだけで人は老いない。理想を失う時に初めて老いがくる」とサムエル・ウ

ルマンは教えている。　はるお 

活 力 朝 礼 

八女市吉田 

井上　江美子 

楽しい絵手紙 

　
八
女
市
西
公
民
館
で
大
坪

次
太
先
生
か
ら
絵
手
紙
を
習

っ
て
い
ま
す
。
絵
手
紙
を
書

く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
街

角
で
見
か
け
る
花
や
木
々
、

山
に
咲
い
て
い
る
野
草
な
ど
、

気
に
か
け
て
見
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
色
々

と
新
し
い
発
見

も
あ
り
ま
す
。

又
、
サ
ー
ク
ル

（
彩
和
の
会
と

い
い
ま
す
）
で

の
皆
さ
ん
と
の

出
会
い
が
と
て

も
楽
し
く
心
を

癒
さ
れ
て
い
ま

す
。 

楽しい仲間たち楽しい仲間たち楽しい仲間たち

　私たちは、八女市立花町を中心に小学生女子で構成さ

れたバレーボールクラブです。今年は、部員５名と厳し

いため、星野ジュニアさん３名と一緒に８名で現在活動

しています。 

　今年でクラブ設立12年を迎え、１００名を越える子供

達と一緒にバレーボールと触れ合って来ました。２年前

には初めて県大会へ出場し、ベスト８まで進み貴重な経

験を積む事ができました。また、現在コーチとして３期

生の教え子が指導に携わってくれています。 

　今年は公式戦１勝を目標に一つでも多く勝てればと毎

週水曜日午後６時、土曜日午前９時より週２回立花町体

育館で練習を行っています。 

　今後益々部員減少が懸念されます。少しでも多くの子

どもにバレーボールの楽しさを知ってほしいと思ってい

ます。まずは見学（体験）からでも結構ですので、一度

足を運んでください。 

　興味・関心のある方は090－9402－2928（堤）まで 

立花ジュニア 
バレーボールクラブ 

山登り 
だよ 
人生は!

新緑の井原山～雷山を周回 

私たちとバレーボールをしませんか!!

呟き 

　
　
地
蔵
盆
の
詩 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
町
凖
之
助 

 

盆
は
盆
で
も
地
蔵
盆
だ 

社
日
神
社
の
桜
の
枝
に 

吊
し
た
提
灯
が
　
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
て 

境
内
を
照
ら
す 

 

揚
げ
ろ
揚
げ
ろ
　
花
火
を
揚
げ
ろ 

樹
間
に
組
ん
だ
櫓
の
上
か
ら 

 

シ
ュ
ー
ツ
　
シ
ュ
ー
ツ
　
闇
を
縫
っ
て 

花
火
が
宙
を
飛
ぶ 

仕
掛
け
た

”銀
波
”
が
地
面
に
こ
ぼ
れ
て 

波
の
よ
う
に
は
じ
け
散
る 

 

早
よ
行
け
　
早
よ
行
け 

赤
い
前
垂
れ
　
地
蔵
さ
ん
が 

と
び
き
り
　
笑
顔
で
待
っ
と
ら
す 

 

よ
か
晩
ば
い 

ほ
ん
な
こ
つ
　
よ
か
晩
ば
い 

 

年
に
一
度
の
子
供
の
祭
り
… 

あ
か
り

 

あ
た
り

 

ぎ
ん
ぱ

 

ま
え
だ

 

い

 

い
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平
　
田
　
俊
　
興
さ
ん（
70
才
） 

　
　
　
　
　
智
代
子
さ
ん（
67
才
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
広
川
町
新
代 

<

紙
芝
居
を
思
い
立
た
れ
た
き
っ

か
け
は> 

　
平
成
21
年
で
し
た
。
「
こ
れ
か

ら
自
分
た
ち
に
出
来
る
こ
と
を
、

出
来
る
時
に
、
出
来
る
だ
け
」
や

れ
る
こ
と
は
何
か
と
考
え
た
時
思

い
つ
い
た
の
が
紙
芝
居
で
し
た
。 

絵
を
描
く
こ
と
は
妻
が
50
年
以
上

八
女
提
灯
の
絵
描
き
を
し
て
い
ま

す
し
、
私
も
妻
の
手
ほ
ど
き
で
見

よ
う
見
真
似
で
描
い
て
い
ま
し
た

か
ら
何
の
問
題
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
額
も
廃
品
利
用
で
自

分
で
作
り
ま
し
た
。 

<

紙
芝
居
の
ス
ト
ー
リ
ー
作
り
は

ど
の
よ
う
に>  

ま
ず
本
屋
さ
ん
で
民
話
、
伝
記
な

ど
を
探
し
ま
す
。
題
材
が
決
ま
れ

ば
ス
ト
ー
リ
ー
を
二
人
で
組
み
立

て
て
い
き
ま
す
。
主
に
絵
は
私
が

描
い
て
裏
書
き
は
妻
が
受
け
持
ち

ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
私
が
話
し
、

妻
が
絵
の
入
れ
替
え
を
手
伝
い
ま

す
。
四
年
の
間
に
60
作
品
を
作
り

ま
し
た
。
継
志
堂
で
有
名
な
江
戸

時
代
の
教
育
者
高
山
畏
斎
先
生
を

題
材
に
し
た
「
田
舎
っ
ぺ
学
者
」、

後
征
西
将
軍
良
成
親
王
を
物
語
に

し
た
「
も
の
言
わ
ぬ
く
つ
わ
虫
」、

羽
犬
塚
の
伝
説
を
も
と
に
し
た
「
羽

の
は
え
た
犬
」
な
ど
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
作
品
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
八
女
市
を
中
心
に
40
ヶ
所
で
開

か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
毎
回
40

〜
50
人
、
二
〇
〇
人
以
上
の
会
場

も
あ
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
ほ
た

る
と
石
橋
の
館
（
上
陽
町
）
に
出

か
け
ま
し
た
。
か
わ
い
い
幼
稚
園

児
か
ら
「
お
じ
ち
ゃ
ん
ま
た
き
て

ね
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
り
、
老

人
会
で
「
よ
か
っ
た
バ
イ
」
「
面

白
か
っ
た
」
と
喜
ん
で
も
ら
う
と

疲
れ
な
ど
ふ
っ
と
ん
で
、
こ
ち
ら

が
元
気
を
も
ら
っ
て
帰
り
ま
す
。

一
会
場
で
二
作
品
を
30
分
程
度
で

読
み
切
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
八

女
地
方
の
歴
史
や
偉
人
伝
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
か
ら
声
を
か
け
て
頂
け
ば
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
出
前
し
て
参
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

1
０
９
４
３
―

３
２
―

３
４
１
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　　「農業クラブ」県大会報告　　　　　　　　　　　八女農業高等学校 
　福岡県内の農業を学ぶ高校生が参加して日頃の学習成果を競う、福岡県学校農
業クラブ連盟の年次大会が開催されました。生徒は、大会の何ヶ月も前から勉強や
練習を重ねて、優秀な成績を残すことができました。成績は、次の通りです。 
・意見発表の部：最優秀（九州大会出場）　３年　野田　遵平 
・プロジェクト発表の部：最優秀（九州大会出場） 
　３年　下川　吏永　他８名の研究チーム 
・農業鑑定競技最優秀（全国大会出場）４名 
　「農業部門」　　３年 中島 康裕 
　「園芸部門」　　３年 金子 竜市 
　「生活科学部門」２年 角 穂奈美 
　「畜産部門」　　３年 森本 愛梨 
※「畜産部門」優秀賞 
（全国大会「家畜審査競技」出場） 
　３年　古川加奈 
　この他にも意見発表２名、プロ 
ジェクト発表２チーム、鑑定競技６名が優秀賞を受賞しました。 
　九州大会は長崎県で、全国大会は関東各県で開催されます。最高の賞を目指して、
さらに頑張ります。   
（八女農みらい館 ８月販売日程） 
2日（金）、6日（火）、 9日（金） 、16（金）、20日（火）、23日（金）、27日（火）、30日（金）  
 毎週火曜日と金曜日の２回定期的に販売しており、販売時間は、10時30分～12時
30分です。 

　名前の由来は花の斑点が、野鳥のホトトギスの胸の斑点に似てい

ることから「ホトトギス」の名になったと言われている。 

矢部村では釈迦岳登山道（車道）の明るい林縁で観察できる。 

花は６花被片からなり白色で内側に紅紫色の斑点がある。花被片が

下側に向かって強く反っているのが特徴。花の中心から花柱が１㎝

ほど直立し花糸がいく

つか平開しているのも

特徴である。草丈は高

さ1mほどになり、花期

は8月中旬から9月中旬。 

松尾　重根 

（黒木町） 

　
私
と
水
墨
画

と
の
出
会
い
は

立
花
町
働
く
婦

人
の
家
の
講
座

で
す
。
ど
ん
な

風
に
描
く
の

か
、
見
て
み
た

い
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。
先
生
が
笑
顔

で
優
し
く
指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
。
難
し
そ

う
だ
け
ど
仲
間
の
皆
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
り

見
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
少
し
づ
つ
描
き
ま

し
た
。
月
日
が
立
つ
に
つ
れ
難
さ
を
知
り
、

墨
の
濃
淡
、
ぼ
か
し
、
に
じ
み
、
運
筆
等
に

苦
労
し
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
上
達
は
出
来

ま
せ
ん
が
、
先
生
や
仲
間
の
皆
さ
ん
の
指
導

を
頂
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
現
在
い
く
つ
か

の
趣
味
は
あ
り
ま
す
が
、
月
二
回
の
水
墨
画

教
室
が
楽
し
み
で
す
。
未
熟
な
私
で
す
が
こ

れ
か
ら
も
先
生
の
指
導
を
頂
き
頑
張
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　放課後等児童デイサービス、児童発達ステーション「さら」

が誕生しました。対象児童は就学後から18歳までです。発達障

害の子、コミュニケーションや切り替えが苦手な子、知的障害

の子、運動面に不器用さがある子などは得意、不得意の差が大

きかったり、記憶力、視覚的能力に弱さがあり、学業につまずき、

友達付き合いや集団行動においても自信をなくしていることが

あります。又コミュニケーションが上手く取れなかったり、体

育の授業で劣等感を持ったり、ダンスや演技などの動きが覚え

られなかったりします。当施設では地域の関連施設とも連携を

とりあい、一人ひとりの発達段階や特性に合わせた支援を心がけ、

遊びや生活を通して苦手な部分を練習していきます。元は幼稚

園の園舎ですから教室、プレイルーム、個別スペースも完備し

ています。 

学校へのお迎え、終ったら

家への送迎も行ないます。

見学ご希望の方は連絡お待

ちしています。 
 

児童発達ステーションさら 
施設長　宮田光則 
八女市本町2-85-1 
（元さかえ幼稚園） 
電話0943-24-9260

gallery街かど 
              

　
夏
の
夜
空
を
彩
る
大
輪
の
花
火
。

ド
ー
ン
と
五
臓
六
腑
に
響
く
大
音

響
の
迫
力
は
、
花
火
見
物
の
醍
醐

味
で
あ
る
。 

　
被
災
地
の
復
興
祈
願
と
鎮
魂
の

花
火
を
今
年
は
見
ら
れ
る
だ
ろ
う

か
。 

　
尺
玉
の
夜
空
に
咲
か
す 

　
　
　
　
　
　
技
に
酔
う 

八
女
川
柳
会
　
安
達
　
昇 

 

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
い
つ

も
が
っ
こ
う
か
ら
か
え
る

と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
お
か

ず
を
た
の
し
み
に
ま
っ
て

い
る
よ
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん

が
つ
く
る
よ
る
の
お
か
ず

は
と
て
も
お
い
し
い
よ
。

い
つ
も
い
っ
ぱ
い
お
か
ず

を
つ
く
っ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
ね
。
ず
っ
と
げ
ん

き
で
な
が
い
き
し
て
ね
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
い
つ
も
あ

り
が
と
う
。 

 

　
次
は
、
さ
と
う
こ
う
た

く
く
ん
を
紹
介
し
ま
す
。 

黒木西小学校　二年 

まつもとゆきな 

今
月
の
川
柳 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
へ 

立花町白木 

田中　光子 

ヤマホトトギス（山杜鵑草）[ユリ科]

夫
婦
で
演
じ
る
紙
芝
居 
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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています 

４ 2013年8月1日 

服
部
　
ゆ
み
子 

　
数
ヶ
月
前
、
あ
る
人
か
ら

一
冊
の
本
を
勧
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
本
を
読
ん
で
一
番

心
に
残
っ
た
の
は
魯
山
人
の

言
葉
で
「
料
理
を
つ
く
る
者

は
、
つ
と
め
て
価
値
あ
る
食

器
に
関
心
を
有
す
べ
し
」
と

あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
夏
の

器
、
冬
の
器
は
分
け
て
お
り

ま
し
た
が
、
日
本
に
は
四
季

が
あ
り
、
食
材
の
旬
が
あ
り
、

本
を
読
ん
で
い
く
と
お
も
て

な
し
の
心
が
充
分
で
は
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
元
々
器

に
興
味
が
あ
っ
た
為
、
日
頃

か
ら
そ
の
食
材
に
合
っ
た
器

を
使
っ
て
い
た
つ
も
り
で
し

た
が
、
今
思
え
ば
器
や
食
材

の
持
ち
味
を
生
か
せ
て
い
な

か
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

魯
山
人
の
器
は
と
て
も
高
価

で
手
を
出
せ
ま
せ
ん
が
大
変

好
き
で
魯
山
人
風
の
器
で
あ

っ
て
も
食
卓
が
潤
っ
て
み
え

ま
し
た
。
魯
山
人
の
器
に
は

様
々
な
形
、
色
、
絵
、
模
様
、

釉
溜
が
あ
り
、
食
べ
て
い
く

う
ち
に
全
容
が
見
え
る
と
い

う
楽
し
み
方
も
あ
る
と
記
し

て
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め

に
は
料
理
も
美
味
し
く
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
し
、
ど
ち

ら
か
が
勝
っ
て
い
て
は
い
け

な
い
と
も
思
い
ま
し
た
。
器

の
持
ち
味
、
食
材
の
旬
を
見

極
め
る
の
は
素
人
の
私
に
は

難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、
少
し
ず
つ
器
や
食
材
を

生
か
し
て
心
を
込
め
た
お
も

て
な
し
が
で
き
る
様
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。 

A

寺
久
保
エ
レ
ナ 

　
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ  

２
０
１
３ 

　
世
界
で
も
観
客
を
沸
か
せ

た
天
才
若
手
ア
ル
ト
サ
ッ
ク

ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
筑
後
初
公
演 

日
時
　
９
月
５
日
（
木
） 

開
演
　
19
時
　
開
場
18
時 

Ａ
席
　
指
定
席
１
階
テ
ー
ブ

ル
付
　
４
、５
０
０
円 

Ｂ
席
　
自
由
席
２
階
３
、５

０
０
円 

※
当
日
５
０
０
円
Ｕ
Ｐ 

開

場
時
間
よ
り
一
階
平
土
間
に

て
お
食
事
、
ド
リ
ン
ク
の
販

売
あ
り
、
未
就
学
児
入
場
不

可
。 

■
ペ
ア
２
組
の
方
へ
Ａ
席
招

待
券
プ
レ
ゼ
ン
ト 

　
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
で
株

式
会
社
東
兄
弟
迄
。
チ
ケ
ッ

ト
の
発
送
を
も
っ
て
発
表
と

し
ま
す
。
応
募
締
め
切
り
は

８
月
10
日
着
迄
。
応
募
多
数

の
時
は
抽
選
に
よ
り
ま
す
。 

添乗員の耳より情報 第６回 
夏本番！沖縄のシーズンがやっ

てきました。 

燦々と輝く太陽、白い砂浜、そ

してエメラルドグリーンの美し

い海！ゆっくりとした時間がな

がれている沖縄・・・・・ 

何をとってもここ福岡では体験できない感動が沖縄にはいっぱいあります。 

家族で行くのもよし！恋人同士で行くのもよし！気の合う仲間で行くのも

よし！そして一人旅にもおすすめの沖縄です。 

そんな中、私は沖縄へ行くと、必ず地元の方々が訪れるそば屋さんへ行き

ます。沖縄のそば屋は、「おきなわそば」。そば料理はもちろんですが、

ほとんどのそば屋さんが定食をやっています。しかもワンコイン程度の料

金で！！その定食を楽しみに、ゴーヤチャンプルはもちろんのこと、いろ

んな沖縄の栄養たっぷり、ボリュームたっぷりのチャンプル料理を楽しむ

事が出来るんですよ！！そんな定食にも、小さな「おきなわそば」がつい

てきて、その店のそばの味も楽しめます！ 

その味が気に入ったらそばを追加！！してみてはいかがでしょうか？(笑) 

昼時にいっぱい車が止まっているところを狙って行

ってみてください。 

地元の雰囲気を楽しめます！！ 

こんな気ままな地元食をめぐる旅も楽しいですよ！！ 

ぜひ、この夏休みにリアル沖縄を体験に行ってみま

せんか？ 

 筑後旅行センター　10942-52-4911　下川　敬之 

フォトエッセイ フォトエッセイ ガタリンピック 

　梅雨に入ったとは名ばか

りで毎日暑い日が続いてい

た。ところが、前夜から雨

が降り始め一日中雨の日曜

日、佐賀県鹿島にて広大な

有明海の干潟を利用した運

動会、ガタリンピックが行

われた。現地に10時ごろ

着いた。すでに駐車場は満

杯、どうにか駐車場を探し

待つこと２時間。干潟の上

に約30センチ程の板が200メートル程敷かれている。板の上を自転車

に乗って走るのである。途中で脱落者が続出、干潟の中にドボン。し

かし、最後まで着きホットした途端、干潟にドボンである。観客は一

斉に「ワーッ」と、歓声に包まれる。ちくご　北島　東司郎 

ベターホームの楽しいcooking
ズッキーニのナムル 

① ズッキーニは縦半分に切り、１～２mm厚さ
　 の薄切りにする。 
② ①に塩をふってもみ、わかめをくだいて混
　 ぜる。 
　 皿などで軽く重しをして、約10分おき、水気
　 をしぼる。 
③ ボールにＡを合わせ、②をあえる。 

材　　料（４単位分） 作　り　方 

ズッキーニ…………… 小１本（150g） 

塩……………………………小さじ1/6 

カットわかめ………………  大さじ１ 

　　すりごま（白）………  大さじ1/2 

Ａ　しょうゆ……………  小さじ1/4 

　　ごま油………………  大さじ1/2

【料理本】 

お弁当がすぐできる 

便利なおかずより 

￥１２６０（税込） 

本のカタログは、送料無料でお届け。お気軽にご請求ください。 
〒810-0001中央区天神2－13－17　ベターホーム宛 

● ベターホームの本のお申込みは、電話、ＦＡＸ、インターネットで受付中。 
　1092-714-2411　FAX092-711-7830　　ＵＲＬ  http://www.betterhome.jp　 
 

とっておきの 
保存食とおす 
そ分けレシピ 
￥１４７０（税込） 
 

こちらも 
好評 
発売中 

意外にもわかめがよく合います！ 

" I doubt it. "
「そうはならないと思う」 

前回は、しばらく会えなくなる友人などに対して "Keep in touch!" と言って
「今後も連絡を取り合いましょう！」と気持ちを伝えました。 

さて、今回は、ひとつの事柄に対して「そうはならないと思う」という疑念の気持

ちを言ってみます。 

Emi: Who's coming to the BBQ tonight?
　　　（今夜のバーベキューは誰が来るかしら？）     

Kristen: Let's see… Yumi, Rei, Kazumi, Shuhei, Tomoya with
　 　his family, Maggy and her husband. So maybe 10
　 　people or so.
　　　（えっと、ゆみ、れい、かずみ、しゅうへい、ともやと彼のファミリー、 

　　　それにメギーとご主人よ。そうね、10人か、そのぐらいかな） 

Emi: All right. Sounds good! What about Manami? 
　 　Is she coming?  
　　　（わかったわ、いいわね！まゆみはどうかしら？　彼女は来るの？） 

Kristen: Well, I doubt it. She's been busy with work lately. 
　 　I sent her an e-mail but she hasn't replied yet.
　　　（う～ん、来ないんじゃないかな。最近、ずっと仕事で忙しいみたいだから。 

　　　メールを送ったけど、まだ返事がないし） 

Emi: I see.
　 　By the way, I worry about the weather. It may
　 　rain tonight.
　　　（そうなの。ところで、天気が心配なのよね。今夜は雨が降るかも） 

Kristen: Oooh. But it'll be OK. We can do it in the garage.
　 　Is Mitsuo coming to help us with the BBQ?
　　　（ええ～っ。でも大丈夫よ。車庫ですればいいから。みつおはバーベキュー 

　　　の手伝いに来てくれるのかな？） 

Emi: I doubt it. I heard his son has a fever and he has to 
　 　take care of him tonight.
　　　（来てくれないと思う。息子さんが熱出して、今夜は面倒をみなくちゃいけ 

　　　ないようだから） 

Kristen: That's sad. I hope the weather will be OK though.
　　　（それは残念ね。天気が大丈夫だったらいいなって思ってるけどね） 

ハッピーワンポインント英会話前回（その13）の復習 

Keep in touch!　「これからも連絡を取り合いましょう！」 
ハッピーデイズイングリッシュハウス　大坪エミ 

ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 八女でホームステイ 受け入れ家庭になる編 

その
 

14

魯
山
人
風
器
の
お
も
て
な
し 

8月の道の駅たちばな 

立花町下辺春国道3号線沿 
TEL 0943-37-1711

大好きなポークたまご 


